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気
持
ち
を

�

新
た
に

�

理

事

長
　

田
口
　
宜
久

　

今
般　

理
事
・
監
事
の
方
々
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
引
き
続
き
理
事
長
と
い
う
大
役
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
、
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
、
職
責

を
遂
行
す
る
所
存
で
す
。

　

ま
た
、
役
員
改
選
に
よ
り
過
半
数
の
理
事
・

監
事
が
交
代
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
尽
力
さ
れ

た
旧
理
事
・
監
事
の
方
々
に
は
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
25
年
度
事
業
計
画
は
、
自
主
財

源
の
確
保
と
安
定
し
た
経
営
戦
略
を
目
標
に

「
持
続
可
能
な
組
織
」
と
し
て
頑
張
っ
て
執
行

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
、
本
年
度
は
、
新
規
に
高
齢
・
障
が
い

者
支
援
事
業
〈
ハ
ー
フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〉
を
、

国
・
市
の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
す
る

諸
団
体
等
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
推
進
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
予
算
は
、
「
公
益
社
団
」
の
趣
旨
に

沿
っ
て
、
経
済
動
向
等
も
注
視
し
な
が
ら
執
行

す
る
た
め
、
１
億
７
９
８
万
円
余
を
見
込
み
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

　

終
り
に
、
本
年
度
も
会
員
各
位
が
、
顧
客
の

要
望
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
念
頭
に
し

た
作
業
効
率
等
を
踏
ま
え
、
中
期
計
画
の
標
語

で
あ
る
「
元
気
に
挨
拶
、
笑
顔
で
仕
事
、
地
域

に
信
頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

初めての果実（大君のオリーブ園）
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平
成
25
年
度
の
定
時
総
会
が
、
５
月
28

日
㈫
江
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

江
田
島
市
正
井
副
市
長
、
川
地
福
祉
保
健

部
長
及
び
土
手
高
齢
介
護
課
長
が
来
賓
と

し
て
出
席
し
て
く
だ
さ
り
、
定
時
総
会
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

開
会
に
当
た
り
理
事
長
は
「
役
員
の
任

期
が
到
来
し
ま
し
た
の
で
、
役
員
改
選
が

あ
り
ま
す
。
収
支
は
平
成
23
年
度
と
比
較

し
て
78
万
円
余
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

江
田
島
市
か
ら
の
補
助
金
は
、
平
成
25
年

度
は
平
成
24
年
度
と
同
額
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
市
の
関
係
者
の
ご
高
配
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
中
期

計
画
に
沿
っ
て
、
計
画
的
に
事
務
事
業
を

し
、
元
気
で
信
頼
さ
れ
る
団
体
で
あ
り
た

い
の
で
、
皆
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。」

と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　

会
員
総
数
２
１
７
人
の
内
、
50
人
が
出

席
、
委
任

状
提
出
者

１
０
１
人

で
合
計
１

５
１
人
と

な
り
、
過

半
数
に
達

し
た
こ
と

が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

小
跡
議
長

は
定
時
総

会
が
成
立

す
る
旨
を

宣
言
し
た

後
、
議
事

に
入
り
ま

し
た
。

　

登
地
監

事
が
平
成

24
年
度
監

査
報
告
を

し
、
平
成

24
年
度
事

業
報
告
の
承
認
及
び
平
成
24
年
度
決
算
の

承
認
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
理
事
及
び
監
事
の
選
任
の
件

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
及
び
監
事
は
、

平
成
23
年
５
月
に
選
任
さ
れ
、
任
期
満
了

に
伴
っ
て
の
選
任
で
す
。
な
お
、
選
任
に

当
た
っ
て
は
、
理
事
及
び
監
事
選
考
委
員

会
及
び
理
事
会
で
選
考
さ
れ
た
方
が
提
案

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
２
年
で
、
氏
名
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

　

次
に
各
報
告
を
し
ま
し
た
。
報
告
の
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
平
成
23
年
度
正
味
財
産
増
減
計
算
書
に

対
す
る
注
記
の
報
告

○
平
成
25
年
度
事
業
計
画
の
報
告

○
平
成
25
年
度
収
支
予
算
の
報
告

○
平
成
25
年
度
資
金
調
達
及
び
設
備
投
資

の
見
込
み
の
報
告

平
成
２５
年
度
定
時
総
会

　

定
時
総
会
閉
会
後
、
臨
時
理
事
会
を
開

き
理
事
長
・
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の

選
任
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
理
事

長
に
は
田
口
宜
久
氏
が
再
任
さ
れ
、
２
年

間
重
責
を
担
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

副
理
事
長
及
び
常
務
理
事
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　

副
理
事
長　

東
谷　

寛
明
（
再
任
）

　

常
務
理
事　

二
井　

省
三
（
再
任
）

　

定
時
総
会
及
び
臨
時
理
事
会
終
了
後
、

互
助
会
の
総
会
も
行
わ
れ
、
平
成
24
年
度

事
業
報
告
・
決
算
の
報
告
及
び
監
査
報
告

が
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
平
成
25
年
度
事
業
計
画
（
案
）

及
び
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
審
議
し
た
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

理
事
長
に
田
口
氏
（
再
任
）

互
助
会
の
総
会
も

　

特
に
今
年
の
総
会

で
は
、
会
則
の
全
部

改
正
（
案
）
が
提
案

さ
れ
、
提
案
理
由
と

し
て
、
現
行
の
会
則

で
は
足
ら
な
い
と
こ

ろ
や
曖
昧
な
と
こ
ろ

が
あ
り
、
一
部
改
正

で
は
分
か
り
難
い
の

で
、
全
部
改
正
し
た

も
の
で
す
。
審
議
の

結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
第
１
回
理
事
会
が
、
５
月
14

日
㈫
13
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
第
１
号
議
案

　

監
査
報
告
並
び
に
平
成
24
年
度
事
業

計
画
の
承
認
及
び
平
成
24
年
度
決
算
の

承
認
の
件

○
第
２
号
議
案

　

新
規
加
入
会
員
の
承
認
の
件

○
第
３
号
議
案

　

理
事
及
び
監
事
候
補
者
の
推
薦
の
件

○
第
４
号
議
案

　

平
成
25
年
度
定
時
総
会
招
集
の
決
定

に
つ
い
て

○
第
５
号
議
案

　

短
時
間
勤
務
職
員
就
業
規
則
制
定
の

件
○
第
１
号
報
告

　
　

職
務
の
執
行
状
況
報
告

　

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
を
開
催

公益社団法人　江田島市シルバー人材センター役員名簿
役 職 名  氏　　名 住　　所
理 事 長 ○ 田口　宜久 江田島町切串
副理事長 ○ 東谷　寛明 大柿町大原
常務理事 ○ 二井　省三 江田島町秋月
理　　事 ○ 上田　英夫 江田島町中央
理　　事 ○ 加藤　尚子 江田島町鷲部
理　　事 ○ 鎌田　健二 江田島町秋月
理　　事 ◎ 大年　正光 江田島町中央
理　　事 ◎ 澤岡　邦恵 大柿町小古江
理　　事 ○ 森合　　修 大柿町大君
理　　事 ◎ 大本　哲朗 大柿町柿浦
理　　事 ◎ 飴野　正彦 能美町中町
理　　事 ◎ 谷本　正行 沖美町三吉
監　　事 ◎ 栗本　勲二 江田島町津久茂
監　　事 ◎ 沖井　遵文 大柿町深江
○は再任、◎は新任
（役員の任期は平成25年５月28日から平成
27年５月の総会の日まで）
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一　

日　

時　

２
月
13
日
㈬
・
14
日
㈭

一　

場　

所　

旧
秋
月
小
学
校
・
旧
切
串

　
　
　
　
　
　

中
学
校

一　

参
加
者　

53
名
（
一
般
の
方
と
シ
ル

　
　
　
　
　
　

バ
ー
会
員
、
う
ち
女
性
７

　
　
　
　
　
　

名
）

一　

講　

師　

宮
内
民
生
先
生

　
　
　
　
　
　

広
島
市
佐
伯
区
湯
来
町

　

江
田
島
町
中
央
の
出
身
、

今
は
広
島
市
佐
伯
区
湯
来

町
に
在
住
で
す
。

　

毎
年
郷
土
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
と
の
こ
と
で
、

今
年
も
快
く
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
初
日
が
凄
い
雨
で
し
た
が
、
今

年
は
朝
か
ら
快
晴
で
絶
好
の
剪
定
作
業
日

和
で
し
た
。

　

午
前
10
時
頃
旧
秋
月
小
学
校
の
グ
ラ
ン

ド
に
集
合
し
て
、
先
ず
理
事
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
次
い
で
事
務
局
長
に
よ
る
講
習
会

の
趣
旨
説

明
と
、
講

習
内
容
、

今
後
の
予

定
、
注
意

事
項
を
説

明
後
、
講

師
の
紹
介

が
あ
り
ま

し
た
。

　

講
師
が

最
初
に
言

わ
れ
た
こ

と
は
、
剪
定
は
「
思
う
よ
り
、
慣
れ
ろ
」

で
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
ホ
ッ
ト
し

た
と
思
い
ま
す
、
少
々
緊
張
し
て
た
の

で
・
・
・

　

参
加
者
は
、
事
前
に
６
班
に
編
成
さ
れ

て
い
て
、
班
長
以
下
６
名
か
７
名
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

初
め
は
「
く
ろ
が
ね
も
ち
」
の
剪
定
か

ら
実
施
し
終
わ
っ
た
ら
、
各
班
ご
と
に
分

か
れ
て
松
の
剪
定
に
移
り
ま
し
た
。
松
の

芽
の
摘
み
方
等
々
を
親
切
に
指
導
さ
れ
、

参
加
者
も
納
得
し
た
様
子
で
、
一
日
目
の

講
習
を
有
意
義
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
旧
切
串
中
学
校
に
移
動
し

て
、
松
の
高
木
を
利
用
し
た
本
格
的
な
実

習
で
す
。
参
加
者
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

す
る
の
は
当
然
。
安
全
帯
も
。
脚
立
は
、

地
面
に
平
行
に
置
く
等
の
安
全
面
の
指
導

も
あ
り
ま
し
た
。
高
い
所
に
あ
が
っ
た
人

も
下
で
作
業
す
る
人
も
意
気
が
合
っ
て
初

め
て
一
本
の
松
の
木
の
剪
定
が
完
了
す
る

ん
だ
な
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

　

毎
年
２
月
の
寒
い
時
期
に
行
わ
れ
る
剪

定
講
習
会
、
今
年
も
一
般
の
方
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
和
気
あ
い
あ
い
と
、
１
人
の

け
が
人
も
無
く
全
員
が
無
事
に
終
わ
っ
た

こ
と
を
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
で
し
た
ら
、

必
ず
参
加
さ
れ
る
事
を
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
例
年
よ
り
桜
の
開
花
が
早
く
、

葉
桜
か
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
４
月
５

日
の
澄

み
切
っ

た
青
空

の
下
、

江
田
島

中
央
公

園
で
10

時
か
ら

グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル
フ
大

会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
43
名
の
会
員
が
参
加
し
、

満
開
の
桜
花
を
背
景
に
男
女
混
合
チ
ー
ム

で
、
好
プ
レ
イ
・
珍
プ
レ
イ
あ
り
、
和
気

あ
い
あ
い
の
内
に
ゲ
ー
ム
が
進
み
、
鷲
部

の
梅
田
好
政
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。

平
成
２４
年
度

剪
定
講
習
会
に
参
加
し
て

　

盆
灯
籠
の
注
文
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

色
・
白
い
ず
れ
も
１
本
３
０
０
円
で
す
。

　

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
予
定
本
数
に

な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
み
先

　

江
田
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

電
話
４２
―
５
２
１
１

盆
灯
籠
の
注
文
受
付
中
�

　

11
時
か
ら
東
谷
互
助
会
長
、
田
中
市
長

の
挨
拶
が
あ
り
、
田
口
理
事
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
、
48
名
が
参
加
し
て
花
見
の
宴
が

始
ま
り
ま
し
た
。
盛
り
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
、
入
賞
者
に
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
会
員
の
手
作
り
作
品
が
多

く
、
参
加
者
に
竹
炭
工
房
の
商
品
が
、
優

勝
・
準
優
勝
・
各
コ
ー
ナ
ー
賞
の
方
に
は

「
ハ
ッ
サ
ク
や
イ
チ
ジ
ク
」
の
ジ
ャ
ム
、

マ
ー
マ
ー
レ
ー
ド
な
ど
が
贈
ら
れ
大
好
評

で
し
た
。

　

正
午
の
チ
ャ
イ
ム
を
合
図
に
全
員
で
後

片
付
け
を
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

�

大
会
と
花
見
会
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江
田
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

　

３
月
３
日
㈰
沖
美
町
高
祖
の
埋
立
地
で
、

「
第
36
回
江
田
島
市
か
き
カ
キ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
が
開
催
さ
れ

た
の
で
、
前
回
に
引

き
続
き
出
店
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
選

手
を
始
め
ス
タ
ッ

フ
、
応
援
や
買
い
物

客
で
約
２
、
５
０
０

人
が
会
場
に
押
し
寄

せ
、
今
回
は
前
回
の

天
候
と
違
っ
て
晴

れ
て
風
も
無
く
穏
や

か
で
、
絶
好
の
コ
ン

　

２
月
10
日
㈰
広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
の
大

改
造
！
劇
的
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
と
い
う

全
国
版
の
番
組
で
大
柿
町
の
民
家
の
リ
フ

ォ
ー
ム
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
民
家
は
海
の
そ
ば
で
風
が
湿
気
を

含
む
た
め
、
湿
度
対
策
と
し
て
「
竹
炭
工

房
お
お
が
き
」
の
竹
炭
を
床
下
に
大
量
に

敷
き
ま
し
た
。

　

竹
炭
は
一
般
的
な
木
炭
よ
り
多
孔
質
繊

維
が
多
く
調
湿
性
が
高
い
た
め
湿
度
を
吸

着
す
る
力
が
大
き
く
、
床
下
に
十
分
な
量

を
敷
く
と
、
湿
度
が
高
い
時
は
空
気
中
の

湿
度
を
吸
着
し
、
乾
燥
し
た
時
は
放
出
す

る
い
わ
ば
天
然
の
調
湿
剤
と
し
て
働
く
た

め
、
半
永
久
的
な
効
果
が
期
待
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

番
組
で
は
竹
の
切
り
出
し
、
加
工
、
炭

支える仲間

テ
レ
ビ
で

�

竹
炭
を
紹
介

今
年
も
出
店
か
き
カ
キ
マ
ラ
ソ
ン

�
天
気
良
好
で
売
上
増

デ
ィ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
品
し
た
の
は
、
う
ど
ん
・
綿
菓
子
・

猪
汁
で
、
出
店
ま
も
な
く
は
お
客
が
ま
ば

ら
で
し
た
が
、
選
手
が
走
り
終
え
る
頃
に

は
、
来
店
客
が
増
え
始
め
て
い
ま
し
た
。

ピ
ー
ク
時
に
は
顔
が
上
げ
ら
れ
な
い
く
ら

い
忙
し
く
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
う
ど
ん

コ
ー
ナ
ー
に
約
30
人
、
綿
菓
子
コ
ー
ナ
ー

に
約
40
人
、
猪
汁
コ
ー
ナ
ー
に
は
約
10
人

が
列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

正
午
ち
ょ
う
ど
に
準
備
し
て
い
た
食
材

が
売
り
切
れ
、
閉
店
と
な
り
ま
し
た
。

　

売
上
額
は
、
食
材
を
多
く
準
備
し
て
い

た
こ
と
、
綿
菓
子
機
の
調
子
が
良
か
っ
た

こ
と
な
ど
で
、
前
回
よ
り
も
多
く
な
り
ま

し
た
。

は
、
江
田
島
市
企
業
局
・
浅
野
環
境
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
発
注
に
よ
り
、
市

内
６
カ
所
の
浄
水
場
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

一
部
で
あ
る
砂
ろ
過
槽
（
池
）
の
砂
表
層

削
り
作
業
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
削
り
取
り
作
業
は
、
砂
表
層
面
の

汚
染
層
（
水
源
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
水
に

含
ま
れ
る
懸け

ん
だ
く濁
物
質
等
の
不
純
物
を
、
砂

ろ
過
槽
で
分
解
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
生

じ
る
、
汚
染
物
質
濃
縮
層
）
を
除
去
す
る

も
の
で
、
砂
ろ
過
槽
の
性
能
を
維
持
管
理

す
る
う
え
で
は
重
要
な
行
程
で
す
。

　

こ
の
作
業
は
、
日
程
が
決
ま
り
ろ
過
槽

の
水
を
抜
い
た
ら
速
や
か
に
（
少
雨
決

行
）
行
い
ま
す
。

　

梅
雨
時
期
の
蒸
し
暑
さ
・
夏
季
の
炎
天

下
で
の
作
業
、
冬
季
の
氷
・
霜
柱
の
中
で

の
作
業
等
々
き
つ
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

日
々
頑
張
っ
て
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

焼
作
業
の
紹
介
も
あ
り
会
員
の
仕
事
ぶ
り

を
テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

頑
張
っ
て
い
ま
す
�

浄
水
場
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
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小
高
い

山
全
体
に

段
々
畑
が

広
が
る
美

し
い
江
田

島
・
・
・
、

い
つ
頃
か

ら
か
雑
木

林
や
竹
林

に
覆
わ
れ

て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
以
上
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
に
竹
炭

工
房
は
竹
を
切
り
出
し
て
竹
炭
製
品
の
製

作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（
工
程
詳
細
は
広

報
え
た
じ
ま
３
月
号
で
ご
案
内
済
）

　

今
回
は
「
竹
炭
工
房
お
お
が
き
」
の
商

品
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

窯
か
ら
取
出
し
た
竹
炭
の
中
で
、
特
に

選
別
し
長
さ
を
揃
え
て
カ
ッ
ト
し
た
も
の

は
、
高
品
質
で
見
た
目
も
綺
麗
な
の
で
部

屋
置
き
な
ど
に
し
ま
す
。
洗
浄
し
た
も
の

は
炊
飯
・
飲
料
水
用
に
お
勧
め
、
カ
ル
キ

臭
さ
も
な
く
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な｢

お
い
し

い
水｣

に
な
り
ま
す
。

　

選
別
外
の
竹
炭
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等

の
燃
料
や
、
床
下
の
白
ア
リ
防
除
と
湿
度

調
節
用
と
し
て
２
㎏
程
度
の
袋
詰
め
に
し

て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
粉
砕
機
で
粒
炭
に
し
た
も
の

は
、
土
壌
改
良
材
と
し
て
プ
ラ
ン
タ
ー
や

畑
の
保
湿
・
保
肥
力
向
上
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

われら町を

竹
炭
工
房
お
お
が
き

　

昨
年
に
続
き
２
度
目
の
民
泊
受
け
入
れ

は
、
岐
阜
県

羽
島
市
竹
鼻

中
学
校
の
生

徒
で
し
た
。

６
月
６
日
の

夕
方
か
ら
７

日
の
昼
ま
で

１
９
２
人
の

中
学
生
が
50

家
庭
に
分
散

し
て
宿
泊
家

業
体
験
を
し

ま
し
た
。

　

粉
を
除
去
し
た
粒

炭
を
巾
着
・
お
手
玉

な
ど
の
袋
に
入
れ

て
、
靴
や
車
の
消
臭

や
除
湿
を
兼
ね
た
イ

ン
テ
リ
ア
雑
貨
に
使

い
ま
す
。
そ
の
他
、

押
入
れ
・
お
風
呂
・

観
賞
魚
水
槽
な
ど

様
々
な
用
途
に
使
い

易
く
加
工
し
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
焼
き
上

げ
前
の
燻
煙
し
た
太
い
孟
宗
竹
に
竹
炭
や

松
ぽ
っ
く
り
等
を
あ
し
ら
っ
た
部
屋
飾
り

の
人
気
が
高
い
で
す
。

　

燻
煙
窯
で
い
ぶ
し
た
竹
筒
は
、
ま
さ
に

煤
竹
の
味
わ
い
が
あ
り
安
定
感
も
あ
る
花

　

我
が
家
に
は
３
人
の
女
子
生
徒
。
前
回

は
高
校
生
、
今
回
は
中
学
生
で
、
受
け
入

れ
の
季
節
も
違
う
の
で
新
た
な
緊
張
感
が

あ
り
ま
す
。

　

夕
方
中
町
桟
橋
で
迎
え
６
時
頃
我
が
家

に
戻
り
、
や
や
気
ぜ
わ
し
く
一
緒
に
夕
食

を
作
り
ま
し
た
。
途
中
王
泊
の
生
け
す
で

鯛
を
購
入
し
、
タ
コ
と
ハ
モ
も
い
た
だ
き

我
が
家
の
畑
の
野
菜
で
な
ん
と
か
ご
ち
そ

う
が
並
び
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
夕

食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
慢
の
星
空
を

見
な
が
ら
海
辺
の
散
歩
の
予
定
で
し
た
が
、

急
な
雨
で
中
止
に
、
翌
朝
浜
に
出
て
み
る

と
満
潮
で
浜
が
狭
い
状
態
、
自
慢
の
星
空

や
浜
を
見
せ
ら
れ
ず
残
念
な
思
い
を
し
ま

し
た
。

　

家
業
体
験
は
さ
つ
ま
い
も
の
植
え
付
け

　

開
催
日
：
毎
週
土
曜
日

　

場　

所
：
ゆ
め
タ
ウ
ン
江
田
島

　
　
　
　
　

正
面
玄
関
前
駐
車
場

　

時　

間　

９
：
00
～
12
：
00

　

是
非
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

修
学
旅
行
民
泊
を
受
け
入
れ
て

な
ど
の
畑
仕
事
と
鶏
の
世
話
が
中
心
。
暑

い
の
で
早
め
に
終
了
し
、
予
定
を
変
更
し

て
お
弁
当
を
持
っ
て
陀
峯
山
か
ら
瀬
戸
内

海
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

一
人
車
酔
い
で
、
し
か
も
山
頂
の
汲
取
り

便
所
に
恐
れ
を
な
し
、
急
い
で
麓
に
降
り

て
店
の
水
洗
ト
イ
レ
を
借
り
た
も
の
の
気

分
が
治
ま
ら
ず
、
近
く
の
宝
持
寺
の
本
堂

で
集
合
時
間
ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
。
他
の
生
徒
は
そ
ば
で
お
弁
当
を
食

べ
る
と
い
う
ハ
メ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

ま
あ
、
民
泊
経
験
不
足
と
反
省
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

瓶
と
し
て
も

使
え
ま
す
。

　

竹
酢
液
は
、

琥
珀
色
の
原

液
か
ら
透
明

な
蒸
留
液
ま

で
用
途
別
に

商
品
化
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
、

ご
要
望
に
応

じ
て
加
工
し

ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

「
竹
炭
工
房
お
お
が
き
」
で
は
、
竹
細

工
教
室
（
材
料
無
償
提
供
や
工
具
貸
出
な

ど
）
を
近
々
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
乞
う
ご

期
待
！
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今
年
の
旅
行
は
１
月
30
日
㈬
と
31
日
㈭

の
２
日
間
で
九
州
旅
行
を
し
ま
し
た
。

　

江
戸
・
大
正
ロ
マ
ン
漂
う
街
「
山
鹿
温

泉
」
山
鹿
盆
踊
り
付
き
の
旅
で
し
た
。

　

小
用
港
７
時
15
分
発
、
呉
中
央
桟
橋
行

き
の
フ
ェ
リ
ー
で
出
発
。
バ
ス
は
中
央
桟

橋
に
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

呉
市
昭
和
町
の
方
の
バ
ス
と
合
流
す
る

の
は
、
宮
島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
の
事
で

す
。
１
時
間
少
々
で
宮
島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
に
着
き
休
憩
を
と
り
、
３
台
揃
っ
て
出

発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
旅
の
主
旨
は
、
１
月
は
初
詣
が
主

体
で
、
お
宮
参
り
を
す
る
こ
と
を
優
先
し

ま
す
。
下
関
市
内
で
昼
食
を
と
り
、
最
初

の
お
宮
、
福
岡
県
福
津
市
の
宮み

や
じ地

嶽だ
け

神

社
に
着
き
ま
し
た
。
こ
の
お
宮
は
、
大
き

な
物
を
３
つ
揃
え
て
あ
る
と
の
事
で
し
た
。

　

ま
ず
注
連
縄
、
出
雲
神
社
よ
り
大
き
い

と
聞
き
ま
し
た
。
次
は
太
鼓
、
大
き
な
部

屋
の
中
に
安
置
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
高

さ
２
ｍ
40

㎝
、
重
さ

１
ｔ
と
の

事
で
し
た
。

　

最
後
は

鈴
で
す
。

高
さ
２
ｍ

40
㎝
、
重

さ
４
５
０

㎏
と
の
事

で
す
。
ど

れ
も
さ
す

が
に
大
き
い
で
す
。
江
田
島
近
郊
で
は
見

た
こ
と
が
な
い
の
で
「
本
当
か
い
な
」
と

疑
い
た
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
事
実
で

す
か
ら
、
世
の
中
に
は
色
々
な
も
の
が
有

る
も
の
だ
と
感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
山
鹿
灯
籠
民
芸
館
、
重
要
文

化
財
「
八
千
代
座
」
を
見
学
し
て
、
山
鹿

温
泉
山
鹿
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
旅
装
を
解

き
ま
し
た
。
夜
は
昭
和
町
の
皆
様
と
大
宴

会
で
す
。
途
中
か
ら
山
鹿
灯
籠
を
付
け
た

美
人
ど
こ
ろ
が
参
加
し
て
、
宴
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
様
が
我
先
と
ば
か

り
に
、
記
念
写
真
に
収
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

《
当
人
も
勿
論
》

　

２
日
目
８
時
30
分
に
ホ
テ
ル
を
出
発
し
、

江
戸
時
代
に
建
て
ら
れ
た
味
噌
蔵
・
酒
蔵

め
ぐ
り
。
酒
の
試
飲
も
あ
り
午
前
中
か
ら

ほ
ろ
酔
い
機
嫌
に
な
り
ま
し
た
が
、
帰
り

道
だ
か
ら
と
の
事
で
、
水
郷
柳
川
に
も
寄

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
時
間
的
な
余
裕

が
な
い
の
で
、
柳
川
下
り
は
で
き
な
い
と

の
事
で
し
た
が
、
折
角
だ
か
ら
と
、
柳
川

御
殿
を
見
学
し
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
、

明
治
43
年
立
花
伯
爵
が
建
立
し
た
と
の
事

で
す
。
１
０
３
年
経
過
し
て
ま
す
が
庭
園

等
は
昔
の
ま
ま
だ
そ
う
で
す
。

　

お
昼
は
佐
賀
で
有
名
な
小
城
羊
羹
の
店

に
寄
り
、
そ
こ
で
昼
食
。
後
は
江
田
島
に

向
か
っ
て
、
た
だ
ひ
た
す
ら
走
る
だ
け
で

す
。

　

２
日
間
の
旅
行
で
し
た
が
、
色
々
な
物

を
見
学
し
日
本
の
文
化
と
歴
史
と
そ
し
て
、

日
本
人
の
力
強
さ
を
感
じ
た
旅
で
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
で
、
我
が
家
の

前
に
着
い
た
の
が
７
時
40
分
無
事
帰
り
ま

し
た
。
“
感
謝
”

�

Ｎ
・
Ｙ

　

10
数
年
前
か
ら
３
馬
力
の
耕
運
機
を

使
っ
て
畑
を
耕
し
て
い
ま
す
。
主
人
が

「
わ
し
が
死
ん
で
も
、
お
前
が
何
で
も
で

き
る
よ
う
に
・
・
・
」
、
お
陰
で
草
刈
り

機
も
扱
っ
て
い
ま
す
。
３
年
前
か
ら
、
足

の
膝
に
水
が
た
ま
る
よ
う
に
な
り
、
難
儀

し
ま
し
た
。

　

草
を
鎌
で
刈
る
よ
り
、
草
刈
り
機
で

刈
っ
た
方
が
良
か
ろ
う
と
、
草
刈
り
機
を

使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
車
の
免
許
も

オ
ー
ト
マ
限
定
車
、
楽
な
方
を
選
び
ま
し

た
。

　

５
年
前
、
主
人
が
「
お
前
パ
ソ
コ
ン
を

習
え
、
わ
し
は
覚
え
が
悪
い
か
ら
、
わ
し

九
州
旅
行
に
参
加
し
て

の
代
わ
り
に
習
っ
て
欲
し
い
・
・
・
」
私

は
、
横
文
字
が
苦
手
、
パ
ソ
コ
ン
は
公
民

館
で
習
い
ま
し
た
。
教
え
て
く
だ
さ
る
先

生
が
良
か
っ
た
、
半
分
冗
談
、
覚
え
の
悪

い
私
は
怒
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
嫌
い

で
は
な
く
先
生
が
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
お
辞

め
に
な
る
ま
で
パ
ソ
コ
ン
を
習
い
ま
し
た
。

今
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
を
習
っ
て
い
た
頃
が

楽
し
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
中
途
半
端
で
は
あ
り
ま
す

が
・
・
・
。

　

２
０
０
３
年
の
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
て
い

ま
し
た
が
、
去
年
２
０
１
０
年
の
パ
ソ
コ

ン
に
買
い
替
え
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
開

い
て
「
こ
れ
何
」
と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
２
０
１
０
年
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
私
に

と
っ
て
複
雑
、
本
当
に
機
械
は
苦
手
、
と

か
言
っ
て
も
文
字
を
書
く
の
も
下
手
だ
か

ら
・
・
・
。

�

Ｍ
・
Ｈ

機
械
が
苦
手

　

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
や
障
が

い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
朝
の
ご
み

出
し
等
の
軽
作
業
を
１
０
０
円
又
は

５
０
０
円
で
行
う
会
員
で
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
へ
の
声
か
け
等
も
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
ゆ
め
タ
ウ
ン
の
土
曜
朝
市

な
ど
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
す
る
野
菜
の

出
品
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

賛
助
会
員
を

�

募
集
し
て
い
ま
す
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●熱中症は、適切な予防をすれば防ぐことができます。
・熱中症になった場合でも、適切な応急処置により救命することが出ます。
・一人ひとりが、熱中症予防の正しい知識をもち、自分の体調の変化に気を付けるとともに、周囲の人にも気を

配り、予防を呼びかけ合って、熱中症による健康被害を防ぎましょう。
●熱中症とは･･･

・高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機能がうまく働かないことにより、
体内に熱がたまり、筋肉痛や大量の発汗、さらには吐き気や倦怠感などの症状が現れ、重症になると意識
障害などが起こります。

・気温が高い、湿度が高いなどの環境条件と、体調が良くない、暑さに体がま
　だ慣れていないなどの個人の体調による影響が重なることにより、熱中症の
　発生が高まります。
・屋外で活動している時だけでなく、室内で特に何もしていなくても熱中症を
　発症し、救急搬送されたり、死亡する事例が報告されています
●熱中症の予防法
　熱中症の予防には『水分補給』と『暑さを避けること』が大切です！

☆水分・塩分補給（こまめな水分・塩分補給）
・のどの渇きを感じなくても、こまめな水分補給をしましょう。

☆熱中症になりにくい室内環境
・扇風機やエアコンを使った温度調整
・室温が上がりにくい環境の確保（こまめな換気、遮光カーテン、すだれ、打ち水など）・こまめな室温確認

☆体調に合わせた対策
・こまめな体温測定　・通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用
・保冷剤、氷、冷たいタオルなどによる体の冷却

☆外出時の注意
・日傘や帽子の着用　・日陰の利用、こまめな休憩　・通気性の良い、吸湿・速乾の衣服着用
・天気の良い日は昼下がりの外出はできるだけ控える

●熱中症が疑われる人を見かけたら
　１　涼しい場所へ避難させる　
　２　衣服を脱がせ、身体を冷やす
　３　水分・塩分を補給する

高齢者の健康管理シリーズ　36

熱中症を防ぐために

注意したいこと・お願いしたいこと
①暑さの感じ方は人によって異なります！

・人間の体調や暑さに対する慣れなどが影響して、暑さに対する抵抗力（感受性）は個人によって異なります。
・自分の体調の変化に気をつけ、暑さの抵抗力に合わせて、万全の予防を心がけましょう
②高齢の方は特に注意が必要です！

・熱中症患者のおよそ半数は高齢者（65歳以上）です。高齢者は暑さや水分不足に対する感覚機能が低下して
おり、暑さに対する体の調節機能も低下しています。

・のどの渇きを感じていなくてもこまめな水分補給をしたり、暑さを感じなくても扇風機やエアコンを使って
温度調節をするように心がけましょう。

③まわりが協力して、熱中症予防を呼びかけ合うことが大切です！
・一人ひとりが周囲の人に気を配り、熱中症の予防を呼びかけ合うことで、発生を防ぐことができます。
・特に、熱中症への注意が必要な高齢者、障がい児・障がい者や子どもについては、周囲が協力して注意深く

見守るようにしましょう。
④節電を意識するあまり、熱中症予防を忘れないようにご注意ください！

・夏季の電力不足に対して節電の取組みが求められていますが、節電を意識するあまり、健康を害することの
ないようにご注意ください。

・気温や湿度の高い日には、決して無理な節電はせず、適度に扇風機やエアコン使用するようにしましょう。

厚生労働省・ 公益社団法人広島県シルバー人材センター連合会資料より

～ 熱中症は７～８月がピークになります。
� 熱中症を正しく理解し、予防に努めましょう。～

急に暑くなった日は
要注意！

室内にいる時も注意
が必要！

エアコンを使わずに我慢していると
熱中症につながる恐れがあります！

自分で水を飲めない、意識がない場合は、
直ちに救急隊を要請しましょう。
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公益社団法人 江田島市シルバー人材センター
〒737-2122 江田島市江田島町中央一丁目15番15号

この事業は，企画提案事業として江田島市から補助を受けた協働事業です。

お気軽にお問い合わせください▶☎（0823）42－5211【受付時間 ： 平日8時15分～16時45分】

暮らしのちょっとした困りごと

シルバー人材センターが
ワンコインサービス

始めました！

お手伝いします

【ファクス】 （0823）42－5051　【ホームページアドレス】 http://etajima-sc.com/

お申し込み・お問い合わせは

生 活 支 援 サ ポ ー ト 事 業 保存版

100円作業 500円作業

●朝のゴミ出し（分別済みの物）

●電球、蛍光灯、電池などの交換
　（買い置きあり）

●郵便物の投函や
　宅廃物の発送

●植木の水やり

（5分から30分以内の軽作業） （30分から1時間以内の軽作業）

●ストーブ、扇風機などの
　季節ものの入替

●本棚やカラーボックス
　などの組立

●朝のゴミ出し（分別を含む）

●電球、蛍光灯、電池などの
　交換（買い置きなし）

100円，500円でお手伝いします。

70歳以上の独り暮らしの方

独り暮らしでお体に障害をお持
ちの方

70歳以上のご夫婦のみでお暮ら
しの方 または

または

のご家庭に限り
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